
令和７年度茶業研究所研究報告会 開催要領 

１ 趣旨 

茶業研究所は、宇治茶ブランドの発展と府内茶業者の安定的経営の実現のため、現場

の課題解決、新たな価値の創造につながる研究開発を行っています。このたび、府内の

茶生産者をはじめとする茶業関係者を対象とした研究報告会を開催し、研究成果の発信

を行います。また本年度は、当所の設立 100周年を記念した講演を同時に行います。 

２ 主催 

京都府、京都府茶生産協議会（本報告会は同協議会の茶業研修会を兼ねる） 

３ 日時 

令和８年２月１３日（金）13時～15時 

４ 場所 

宇治茶会館（宇治市宇治折居 25番地 2） ３階大ホール 

５ 内容 

（１） 挨拶 京都府農林水産部 副部長 荻 安彦 

公益社団法人 京都府茶業会議所 会頭  堀井長太郎 

(２) 記念講演「茶業研究所１００年の振り返りと、今後の茶業研究について」 

農林水産技術センター農林センター茶業研究所 所長  堤 保三 

(３) 研究報告 

ア 「高品質抹茶摂取による機能性の医学的評価 ～皮膚改善効果の解明～」 

関西福祉科学大学健康福祉学部健康科学科 准教授  渡邉 映理 

（京都府立医科大学大学院医学研究科 兼任） 

イ 「ニーズ調査から分かる高品質宇治抹茶のターゲット層と PR 方法について」 

農林水産技術センター農林センター茶業研究所 技師  高垣 友祐 

ウ 「気象経過に対応し、収量確保するための、茶園管理方法の解明」 

農林水産技術センター農林センター茶業研究所 技師  居原 太陽 

エ 「てん茶茎の有効活用方法の模索 ～香気成分の抽出と成分解析～」 

株式会社ＧＣＪけいはんな OFFICE・研究所 研究員  山本 稜 

６ 参集範囲 

府内の茶生産者及び関係機関等 

７ 開催方法 

会場での対面開催のみ 

８ 連絡先 

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所（宇治茶部） 

電話：0774-22-5577（担当：山下幸司、浅野光琉） 


